


































































































































土着論 Iv藤森弘庵の土着論 V藤田東湖の ｢土着の議｣
vj土着論から廃兵論へ































































































































































































































































































































































































































































































































































メー トル,北壁1,720メー トルで.城壁の厚さは基部占メー トルから部分
によって17メー トルに連するところもある｡この城壁は版葬によって築か
れている｡版集 とい うのは 7セyチ･から10セソ声の高さに頼んだ土を.荏













円形の点 状のかまt:をつ くるものもあり.宝の床面は固 (たたきかためられ,
上には白灰面とい.,て漆喰棟のものが塗ってあるo版築で壁を築 く住宅は.















































を左のようにつくるが,これ払 その内側の ｢或｣は,城壁を示す ｢□｣と


















































































































































中華と戎秋の観念は, ｢国の大串は紀 と戒 にあり｣ といわれ,氏族の宗廟を







































































































































































































｢童卦 まくは梅柘旭市の掛 こ待ち率 らむ･.-･太子.唱 卯掛 て,忍びて顔































































㊥奥津棄戸説 たとえば久米邦武は. ｢諸機中に於ても尤 も忌嫌ふほ死競
なりO古代に人死すれば,其家を不浄(,t撮れたりとて棄た り｡紀一審.莱重
唱埠の新羅より杉槍摘槽枝等の種をEI本に抱しむる轟に. ｢根屯以為=朗見





































大化2年 (占4占).孝障天皇は ｢初めて京師を偉め｣と詔勅を もって都
城制の実施を宣 している｡この改新詔を含む孝繕紀には潤色の疑いが濃いと
す る説 もある｡ しかし.これは記録にみる最初の都市 として,また計画的都
市建設を意図する･もの として注 目すべ きで■ある｡現実には壬申の乱後 .中央
i]=._･岳.;的律令体制の軽備により宮廷儀礼が定ま り,宮司制度の充実 していくな
かで.種城制はその形態を駐傭 し.藤原京になってほほ完成 した形態をな し,











弁に ものがたっている｡すなわち.黄 田の境を築いたけれども,その 2ヶ所
が決壊 したO蛙の修理はきわめてむつか しか った｡そ`の時仁徳天皇は.夢せ -一
東国 (武蔵の人)の強頚 とこの地方の豪族 (英田避)彰子に川の神 をまつ ら
せたなら.必ず修復できるだろうとい う神託をえた｡そこでこの2人に命 じ
て川の神をまつ らせたO ところで,連覇は川の神のいけにえとして.泣 き悲
しみながらも水中に身を投 じたが.砂子は 頼 (ひさC)を二つ川に投げ入れ
て･自分がどうして も必要ならば.この鞄が沈んだ ら,其の神であるとして
いさざよくいけにえになろ うといった｡ しか し,鞄 は沈 まなかった｡砂子は









































































































れば登内にかえるという生活をしていた (軍防令 同義解)｡この辺境 とは
栗北における陸奥 .出羽 と西南の大宰管国を指し.蝦夷や梢世(こたい して蛮
夷として扱い ,防備の態勢をと-'ているDしか し.これら辺境の異族 とて､
けっして都城をおぴやかす中国の蛮族 とは}群よそ異なり.まつろわぬ人にす












の都城のもつ工業や南光 に比べて,その発達はかなり軸くれ ,都市 として自
立性はきわめてよわか った｡そして地方か ら輸送 されてくる封物にのみたよ
って.都市的生活を運営 していかなければならないという一方的流通で,都
-5占-
市の繁栄は田舎の疲弊をもたらすという矛盾の上に成りたっていた・そこで・
都市と地方の関係についてみておきたい。
　この関連をものがたる言葉として，ミヤコとイナカがある。萬葉集には神
亀6年（ア29），難波京の改造を担当した藤原宇合卿がその完成のよろこ
びを
　昔こそ難波田舎と言はれけめ　今は京引き都ぴにけり
とうたっている。ここに明らかに京にたいして田舎という対立する地域概念
が示されている。そこには異なった生活様式がいとなまれていた。
　この京と田舎の関係を示すものに’田仮（でんか）がある。
　「凡在京，諸司。　（中略）五月八月給暑田仮一。分為＿両番一。各十五日。
　　其風土異．宜。　稀収不、等。通随煙給。……」　（令義解巻6　仮寧令）
在京の諸司に勤務する官吏には5月の田植と8月の稲刈りにそれぞれ15日
の休暇があり，田仮といった。これは奈良時代の宮入が農業にも直接関係し・
生活基盤もその本貫地にあったことを示すものといえよう。これは厳密には
改新による公地公民の制に反するものであり，改斬以前の田荘の遺制といえ
よう。田荘（タドコロ）は別業（ナリドコロ）ともよぽれ．大化以前に各豪
族が私領として設定した農業経営地で，皇室の屯倉と同じ性質のものであっ
た。したがって、田舎にのこっていた別業で、そこを中心に農業がいとなま
れ，本宅の都を往復していたということになる。
　また，軍団組織をみると，
　「凡兵士上番者。向ぶ一年。向．防三年。不赴行程．。……」　（令義解巻
　　6　軍防令）
と，上番する兵士は，京の防備に1年，西海防備に3年服務することを定め
ている。
　以上で明らかになったように，京と田舎の間には，封物としての物質の都
への流入と同時に，官吏は都と本貫地の別業の間を往復し，また軍団組織に
よって東国から西国へ都へと兵士が移動するなど、国家的規模における人的
交流が律令的国家体制の上にた。てすすめられていたことは注目すべきであ
る。
一57一
　ここでは都市の生成の過程から都市のもっ勧源的機能と構成を明らかにし
ようとした。まず集落から都市形成の動きを中国の西安半披や城子崖を例と
してみた。つぎに古代文明の都市をエジプト・メソポタミア’インダスにっ
いて概述し．それぞれの文明のもつ特殊性と共通する基本的性格を探り・さ
らにわが国の都市的伝統に強い影響をもたらした中国の都市にっいて・その㌔
発展過程と都市的規範形態を整理した。これと関連して・わが国の都城制の
成立過程，個有な伝統的文化と外来の先進的文化の交渉の過程で把え・かっ
わが国の都城制のもつ都市と村落の関連についても概述した。以上・都市の
生成過程を考察し，その共通する基本的性格と特殊性を明らかにし．本論の
考察のための前提とした。
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●
1寺内町の形成と展開
1寺　と　町
1寺内町以前一堅田から吉崎へ一
皿原・寺内町一吉崎一
IV寺内町一山科・石山一
V寺内町の類型
VI寺内町の解体と変容
W都市史における寺内町
1寺内町の形成と展開
　1　寺　と　町
　わが国の仏教寺院には・高野山金副峯寺，比叡山延暦寺，園城寺のように
多数の坊舎を寺域内に集中させるものが多く，また寺院は都市の発展に大き
いかかわりあいをもっていた。まず寺と町の関係㊦についてみてみたい。
　仏教が律令国家の宗教的支柱として強い位斑を占めると，その寺院建築は
古代都市・帝都の重要左構成要素ともなった璽　平城京の右京六条二坊の地
に構築された薬師寺もその一つで，東西三町，南北四町にわたる寺内十二町
の北西には四丁からなる「政所町」があり，それを一名「職掌町」とも称え
た璽　大安寺では同様の区域を「御塔町」といった辞　平安時代の四天王寺
では東西八町，南北六町の「寺町四面内」に坊舎が密集し，大庁屋・小庁・
雑倉十六宇など寺務管理を掌握する一画を「政崩町」と称し，炊屋・大屋・
倉備屋．蔵，厨屋などの勝手向の一画を「大衆町］と称している勲　鎌倉時代
の洛西広隆寺では，堂塔のたちならぶ「堂町」のほかに「倉町」というのが
みえる翁　この倉町というのは，寺院が年貢財宝を収めるために多数の倉庫
をもち，その一画を「蔵町」または「倉町」とよんだのであろう。すでに法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1隆寺では，平安時代永久2年に「寺内南倉町」の所見があり争　寛喜年間に
も「寺内蔵町」の記事があり，③文永6年には「寺中蔵町」とも記されてい
る＠　ところで，この法隆寺では中央に南大門をひらき，参道の両側に寺属
の村落が東西に発達した。東西両郷は法隆寺の経済的基盤となり，また寺観
の維持にもつくしてきた。南北朝ころになると寺と郷民との親近関係，いわ
ば寺中観念ともいうべきものが発達し、この社会的宗教的団結は非常時にも
平時にも協力して，法隆寺の維持に力をつくしたという鯉
　また一般に，中世の寺院はその荘園を基礎にして，その郭内に隷属的職人
を擁して自給自足的な手工業生産を行ない，さらに荘園から物資が集中し，
外部との商業交易が行なわれ，最初は祭礼を機縁として寺域内外に設けられ
た市町が恒常化し，やがて寺院を中心に門前町を形成し，また社寺の強い支
配のもとに町座や新しい市場が構成された。
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　ところで，ここにいう寺内町とは中世末に建立された真宗寺院を中核とし，
全社会の重みを全身Kうけながら生きつづける人々の救済を正機とし，「あ
るひは主君につかへて弓箭を帯せり，あるいはまた耕作をこととして鋤鍬を
ひさぐるもあり，あるひは商沽を業として朝タのさエへとするものもあり」
と社会的属性を超えて，平等に彌陀の本願に帰し，たがいに同行・同朋とよ
びかわし，人間的に結びつこうとする真宗の信仰を共有する宗教的連帯感に
よつて構成された都市で，この精神的共同体を確保し，その生活共同体を維
持すること臆図して緬的購築され嬢灘塞都蔽ある．
　以下，寺内町の形成過程を真宗教団のすぐれた組織者であリヂまたわが国
の飾難すぐ煉櫛建設者でもあ・樋重・の行蛎⑫蓮如の周辺で寺内
町の建設と経営に参画した人，また寺内町を構成する市民多屋衆・町衆と番
衆について考察し，さらにその構成，展開と変容についても概観してみたい。
したがって，ここでは寺内町⑱を，①寺内町以前（Pm－Jinaima・hi）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ②原・寺内町（Pr・t。づ孟naimachi）③寺内町（Jinaima・hiり④寺内町
の解体と変容（Pos　t『」重naima£h至）の四期に分けて考察を進めたい。
註②この問題にふれたものに次の研究がある。
　　河田嗣郎・関本一郎　ζ史的研究日本の経済と仏教』ig11・京都
　　平泉　澄　『中世におけろ社寺と社会との開係』19歪2・東京
　　原田伴彦　『中世における都市の研究』1942・東京
　②象永三郎編　『日本仏教史唯古代篇』1967・京都
　　大岡　実　『日本の錐術7　奈良の寺』19る5・東京
　⑨薬師寺縁起大日本仏教全書　寺誌叢書所収
　④宮事縁事抄第童乙　石蒲水文書　所収
　⑤四天王寿縁起事　四天王寺御手印緑起1巻　「前掲密③」　所収
　④広隆寺資財校替実録襲　虜掲む③　所収
　⑦吉田文書2　女久2d2・25　法隆寺政所住房敷地宛行状
　⑮怯隆寺文書鷹o　寛喜元．雪1．6　束大寺北脇房敷地沽券
　⑨離…階」交二窪｛9　交承右・6‘20　｛曽禅忠処分状
　⑳林屋辰三郎　南北朝時代の法陥寺と東西両郷　『中世文化の基調』
一40－・
　1亨55．東京
⑪西川　　環濠城塞都市　日本建築学会諭文報告樽105・1964
⑫運如の伝記として次のものを参考にした。
　佐々本芳雄　『蓮如上人伝の研究』1912・京都
　禿氏祐祥　『蓮如』1934・京部
　服部之総　『蓮如』1955・東京
　森竜吉　蓮如　『日本仏教思想の展開』1956・京都
⑬寺内町一般にっいて考察した先駆的研究として
　牧野信之助　中世末寺内町の発達　r土地及び聚落史上の諸問題』
　1958・東京
　長沼賢海　蓮如上人と「炭運動　『日本宗教史の研究』
　1928・東京
　福尾猛一郎　　近世寺内町の性質
　　　　　　　　　　一特に和泉国貝塚寺内町にっいて一
　　　　　　『紀元二千六百年記念論文集』1941・京都
　などがあり，人文地理学的観乾からとりあっかったものに，
　藤岡謙二郎　寺内町の性格¶人文地理1．1948　があろ。
　皿　寺内町以前　一堅田から吉崎へ一
　寛正6年（・1465），その布教活動に新しい展開をとげつつあ迎本
願寺に対して，山門の衆徒，叡山西塔院勅願不断経衆等は集会して・
「一一一号一無搬光．建＿立一宗一。　勧＿愚昧之男女一。　示一卑陵老若，之問。
在々所々。　村里閻巷。　成、群結．党。　或焼＿失仏像経巻一。
軽一蔑神明和光．。　邪路之振舞遮，眼。　放逸之悪行盈．耳。旦仏敵也。
旦神敵也。為＿正法一為1国±≧。不．可レ有．不．誠げ一一」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金森日記抜）
と決議した。衆徒は山門を下って，いちたん祀園社感神院に閉籠して砥園社
の公人や犬神人を集め，早鐘をつきならして気勢をあげ，東山大谷本願寺の
坊舎を襲い破却した。
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　蓮如は近江の門徒をたよって，「生身御影」を奉じ，京都を去った。こう
して越前吉崎へ移るまでの数年を，狭くくびれた海峡のよう左琵琶湖をはさ
んで，湖西の堅田門徒と湖東の赤野井・金森などの束近江衆のなかで活動を
っづけることに左った。堅田門徒の中心は法住であり，湖東の門徒団の中心
は金森の道西であ．硬
　しかし’，蓮如の近江滞留はきわめてきびしいものであった。近江とくに蓮
如が活躍した湖南の地方は山門に接し，山門領の荘園も多かった。当然，山
門との衝突は避けら九なかった。まず，大谷破却の直後，湖東の赤野井庄で
無碍光宗徒と山徒との間に衝突があり（％きつづ毒いをけの尉ら・堅田門徒は金
森の門徒らとともに金森にたてこもって山門の僧徒らと合戦に及び山門の大
将森山の日浄坊を敗死させる始末であ。たが，事件の拡大を好まぬ蓮如は，
「言語道断ノ事ヲ仕ルモノカナ汰箏ニテアルソ・シソコナウナトイヒツケ
シニ，コレハタカ異見ニテカチセンニハオヨヒタルソ，クセ事ナリ，サタメ
テ赤野井ノ大夫カシナシタルヨナ・イソキテ金ノ森ノ者トモニミナチレトイ
ヘト御定下テミナミナ迷惑申サル・事カキリナシ，邪法正法ノ分別ヲコトバ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カツ、。バカリニテコソアルヘキヲ，ミタ・，カハシク合センニトリムスフト御機嫌
ワロクテ御定ニマカセテ，ミナミナ自ヤキヲシテ城ヲヒラキケル…」（本
福寺由来記　以下由来記と略す）と解散により戦闘を停め，山門に多額の末
寺銭を納めることで箏件は解決している。④すなわち，山門は財力と武力に
もつ新興堅田門徒の信仰要求を八十貫文の礼銭三千貫文の灯明料，末寺銭と
ひきかえに容認した。法西と道西を総帥とする湖南門徒はこうして信仰の自
由をかちとり，山門の領主的支配をも後退させたのである。この事件の解決
舷・樋鰍祖影擁じ醐上を渤堅田に姫した・⑤
D
　応仁2年（1468），応仁の乱は湖南に波及し，堅田惣庄と山門・坂本
布民の連合軍との問に湖上権の争奪をめぐつて戦闘が起ウた。これが「堅田
大責」（大攻め）である。この一一戦に堅田市民は全庄をあげてたたかい，寄
手の軍に防戦したが折からの大風に放火をうけ堅田の町は全焼して，一応寄
手の勝利と左り，堅由衆はのこらず舟にのせて興の島へ退避したが・4月1
日には堅田の祭礼をその興の島ではやしたてその余裕と闘志を示し，その年
のうちに坂本を攻撃し関上乗権を奪還している。蓮如はこの動乱のなかで大
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津へ脱出し，三井寺萬やがて三井寺南別所近松の里（拾塵記）をきりひらい
て，文明元年（1470）顕証寺を建立した。④こうして，応仁の動乱のさ
左かに，束近江衆・湖東の野州栗田両郡の門徒は，蓮如の最初の造寺活動に
参加していた。顕証寺は山科本願寺が建立されるまでその中心寺院としての
位置を占めた。
　ところで，この困難な時期に本願寺教団の中核となり，蓮如の安全を保障
し，その布教活動を支持しつづけた赤野井，金森附近の東近江衆と堅田門徒
とは，いつたいどのような生活態度をもち，生活環境のなかに生きていたの
だろうかq
　との湖南地方は中世の先進的地域として，また東国・北陸と京都を結ぶ交
通の要地として重要な位置を占めていた。とくに湖東地方は農業の生産力も
高ま頚，燧民の自営化はすすみ，民衆の間にはやくから団結の意識がめぱえ
惣とよばれる郷村の結合がすすみ，乙名番頭による自治的運営，惣掟による
自検断，山野・用水などの共同管理など生活．生産の秩序を自治的に規律し
運営していた。⑦またゆたかな生産力と物資交流の要地を占める地理的条件
はこの地方に中世の商業的活動を大きく飛躍させようとしていた。⑥赤野井・
金森の東近江衆はこうした生彩にとむ発展のなかに生きていたのである。
　いっぼう，堅田は湖上の支配権「上乗り」をもつ舟運の水先案内廻送を独
占し，海賊町として知られ，また信長のころルイス・フロイスは，「坂本よ
リニレグワの甚だ富裕なる町・堅田」（耶蘇会士通信1571一年9月28
日）と報告しているほど，山門の門前町坂本に左らぶ都市的発展を示してい
た。
　つぎに堅田をめぐる都市の動きについてみてみよう。まず，堅田の町の気
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒトトヒ風を示すものとして語りつがれていた「一年鎌倉殿御前ニテ，六角方ト堅田
トオキノヨシヲ対決ノ事」（本福寺跡書・以下跡書と略す）がある。「オキ
ノヨシ」とは興の島に生える芦のことで，この興の島（沖の島）とは前述の
応仁2年の堅田の大貴の際，堅田衆が退避したところで，堅田海賊が湖土制
覇の中心根拠地としたところで，琵琶湖の南北のほ∫中央，湖東蒲生郡奥島
庄の沖州で，そこに生える芦は古くから堅田惣庄の持分であった。ところが
この「オキノアシ」の帰属をめぐ。て湖東の守護六角氏との間に訴訟がお・こ
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　り，「鍾倉殿御前ニテ」「六角トノハ右座，カタタ侍ハ左座二」据えられた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（擢）　　　　　　　　　　　　　モモツフレ
このとき堅田の「地下ノ代」は，「カイノフルキヲツエニツキ，百綴ヲキ，
ナワヲノアシタヲバカセ，ハワシロクフルキヤフレミノヤレタルスケカサヲ
キセテカタクナナルスカタニテ」対決し，「六角トノハ海ヨリ束地御知行也。
堅田ハ湖十二郡ヲ知行致其成敗ヲ仕リ候トヲリヲ申ス…・オキノヨシトイフ
ナレバカタ，知行セイテハト聞召分ラレ問答ニカチタリ・・一」（由来記）とあ
るように，六角氏に対して一歩もゆずらず，堅田の湖上支配権をまもりぬい
た。鎌倉殿の権力が衰えてからは堅田衆の実力で湖上の支配権を行使し，「
上下ノ船二海賊ヲカクルナリドー’・浦々知行ニナスコト永正口年二至テニ
百余ケ年」（跡書）と湖上の支配をつづけた。ところで永生年間から数えて
二百余年前というと十四世紀初になるが，その二百年余幻堅田海賊は猛威を
ふるつているのであって，応仁元年（1467）には大がかりな海賊が将軍
義政の花ノ御所の用材など「公方ノ御蔵奉行モミ井方財物」を奪いとウ，「
剰多ノ人ヲ殺セシ重科」を犯しているが，こうした海賊行為にまっわる行動
のなかにも堅田衆のもっ市民的精神を示すものがある。それは堅田西切の住
；人，兵庫の海賊行為に対してとった兵庫の父弾正の行動である。兵庫が犯し
た海賊行為はもちろん御下知で禁じられているものであり，これが露見した
混ほ：趣詠タ、リアリ忽由、，カノ罪人ハ麹義ウ綿ナレヘナ
ニヵハ在所二大事力’榊り，，（鱒評田惣庄は大きい危鞭抽
6た。このとき兵庫の父弾正ば，「余入ノ代殊三ワカ子兵庫力代ニー身ハラ
ヲキツテ，頸京ヘノホラバ，堅田ナニカバ苦カルヘキ丁（跡書）と百害し，
「ソレニヨリ地下案隠ナリ」（同上）c私的には息子兵庫の若い命にかえて
老い身を犠性にし，公的には堅田惣庄の大事を救ったことが美談として伝え
られている。このように堅田惣庄には，堅田の町と生活を共同し，運命をと
もにする共同体として意識しジまた応仁2年の「堅田大責」に「敵ノ諸勢堀
ノキハマテトリヨルヲ」（跡書）とあるように，堅田の周りには環濠があり，
城塞都市の性格をもち，共同して都市を防衛する連帯感をともなう市民意識
がつよく発達していたことがわかる。
　ところで，堅田の町はどのような住民で構成されていたのであろうか。堅
田構寺旧歌よれば，細の住即砿，醒鷲」⑨「マタウト鼻全人衆」と「マウ人・
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タヒウ人・譜代下人・下部ナント」から成6ていた。「殿原衆」というのは
「カ〃侍」敷は「三ノ名字キフネヨリタマ・・ル」「地下ノ侍」で濃勧．
タウネ　　ヲワキ
刀彌・小月の三氏がそれで・山門はもちろん六角・京極にも屈し左い地侍で
あbた。かれらは居初党，刀彌党，小月党に分れて堅田の地下を支配し，堅
田四月の鴨の大明神の祭礼には出仕の四ケ村を代表して，それぞれ由緒の紋
をつけてならんだ。「全人衆」は地下本来の百姓であり，「昔大御堂講正月
＋五日趾ノ畷願左座，全煉右座二行f継ン」（蛛記）と記され
ている。この「全人衆」こそ・自営化し成長をつづけた農民と商人．手工業
者であり堅田の市民層を構成するものであった。かれら「全人衆」は堅田の
「応仁ノ乱」・応仁2年の「堅田大責」にあたって活踊し，「応仁乱ヨリ当
所ニヲヒテ万公事辺ノ儀軽重ヲタ・シテ殿原衆全人衆両方タチァヒテワタク
シナキ様ニケンタンヲナス，両方ニカキチカヘイタシアヒタリ」（由来記）
とあるように，以後，殿原衆とならんで堅田の自治的運営に参加することに
なつた。堅田の応仁乱も文明元年和平が成立し，沖の島から堅田へ還住する
ことになつたが，その帰還について，　「殿原・全人ニヨラス。其時料足過
分二出人遺住ス。サナキ人ハ。ブタ・ヒ地下ヘナラサルナリ。又マウ人．タ
ビウ人・譜代家人・下部ナンドハ。一銭モ。三門ヘノ礼銭イタサセス。五六
年ヘテノチ。地下ヘオンミチニテ。ナラルモノモアリ。」（由来記〉とある
ように・山門にさし出す料足を過分に分担したものに市民権があ’たえられて
いる。このとき，全人衆はその経済的実力によつて市民権をかちえたことに・
もなるのだが体来板概も嫡茄たマウト鰺分）タビウト（旅人）
譜代家人・下人などは，もとより詫銭秀担の義務はもた左かった。しかし，
前詑あ1轍の註記にもあるよ弧地下一舐への復帰．獲得のみちもの
こされていたのかもしれない。
　法住ほこの海賊町の全人衆の代表でもあつた。早くから比叡山の特許状を
えて志賀郡一円の紺屋の元方となウていた⑩彼のもとに集まった門徒には，
桶屋・油屋，麹屋，船大工，鍛治屋，試屋などの商人．手工業者が多かつた。
蓮如はこの全人衆や下人たちのあいだを＿貫五百文から三貫文の法礼で「た
れの所へも，そうなく」（由来記）でかげ，名号を二百幅もかき与え，布教
活励をつづけ，講の組織がこれを強く支持した。⑪
一45－一
　堅田海賊町の進取的気分をもつ商人や手工業者のなかには，東北から山陰
にかけて蜘本哺離出し嫡灘を行なう「龍ノ人」が粥した・⑫
そして彼らを通して遠隔の地にもその門徒が拡がっていった。
　こうしてか湖東や堅田の新しい郷村や都市の動きのなかで，真宗はその惣
的結合・都市的結合の精神的支柱となりつつあ。たし，湖東の門徒農民・海
賊町堅田衆のあ峨で信心齢のため備轄髄どを騰し類レ⑮緊
密な精神的共同体を育成していく布教活動のなかで，蓮如は地上から姿を消
してしまった本願寺を復活すべき基盤を見出し，発展させるべき方向を確認
し，新たな飛躍への力と自信をえていた。しかし，蓮如は門徒衆による寺内
町をこの近江で建設することはできなかった。文明5年ぐ1471）4月，
蓮如は北陸に向って旅立つとき，法西が堅田西浦の地に御坊を建立すること
をすすめたのにたいし，「山門ノカタヲ御ランゼラレテ。アレガチカイホド
ニト」（由来記）とその申し出をことわっている。じっさい，山門延暦寺に
接した近江で本願寺教団を発展させるには苦難が多く，また寺内町をここて
建設する嘲に静た㌶瞳かった・金森合戦力：解決し鱗ろ汕門腱
の儲蹴，「禰寺コノ法ヲ計年鰹マタレタラ・・骨モ折テ勧ラルヘキ
　　　　　　　　　カタヲ時力少ハヤキ故，努々モカ・ルカロ辛労候ト」（跡書）といっている。
しかし，堅田・金森などでの布教活動と生活経験はそのこの寺内町の形成に
大きく作用したことはうたがいない。
註①蓮如が生れる5年前の応永20年（141き），堅田の次郎三郎＠ちの法住）か
　　「東山大谷殿」をたずねた蒔，「御本寺様ハ人セキタヘテ，参詣人ノー人モミエサセ
　　タマハス，サヒサヒトスミテオハシマス」　（本福寺由来記・以下由来記と略す）
　　という状態であった。蓮如は深い教学の研鐵の上にたって次のような改革を行なった。
　　まず，参詣の門徒に対して膝を交えて法談をし，懇切にもてなし，寺門の改革を行な
　　い，すべて留守職中心に改めた。
　　っぎに，地方巡教を盛んにして，束国・北陸・近江など門徒の多く居住する地区を巡
　　化し法をひろめた。
　　第5に門徒の教義理解を深めるために，教行信証を始め聖教を書写して門徒に与える
　　とともに，みずから仮名文の消息をかいて教義を平明に宣伝すろことに努めた。
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　（赤松俊秀　「仏教の新傾向」『新日本史大系5　中世社会』1954・東京
参照）
　蓮如のこの布教の姿勢を示すものに，東山の御亭にあった上段の撤去があろが，
　「其故は仏法を御ひろめ御勤化にっきては，上繭ふるまひにては成べからず，下主
　ちかく万民を候誘引あるべきゆへは，いかにもいかにも下主ちかく諸人をちかく召
　て，御す・め有べきとての御事にて候と被仰候「〔，平座に御沙汰候」　侠悟記）
　と記されているo
②石田善人　「畿内の一向一撰にっいて」　日本史研究25．1954
　　〃　　　「畿内真宗教団の基盤にっいて」
　　　　　『国史講叢1』1959　・京都
⑤蔭涼軒日録寛永6年4月24日の条　「三会院領江州赤井庄，無碍光宗の事に就
　き，山門より違乱に及び，価って之を停止さろ。」
　同8月5日の条　「三会院領赤井村山徒押妨不己」
④由来記
⑤　〃　跡書
⑥跡書　金森日記俵
⑦石田善人　「郷村制の形成」　岩波講座日本歴史8　1965．東京
⑥脇田晴子　「中世商業の展開一今堀日吉神社文魯を中心として一」
　　　　　日本史研究　51
⑨跡善・由来記とも　真宗全書　続9　によったが，笠原一男　『真宗における異端
　の系譜』『196セ．東京　付録の本福寺記録には，由来記には「殿原衆」は「有原
　衆」とも記されているo
⑩教訓井俗姓　（本福寺記録之2）　真宗全番　続9
⑪法住がもとの門徒の講の組織にっいて
　「法住代二本福寺へ門徒衆所役之事」　本福寺明宗跡書　　（本福寺記録之5）
　其宗全書続9　及び　「法住ノ代ニハ7御本寺様バカリヲ専ト7モノヲ捧ケラレ
　シニ」　（跡書）　とその事情をったえている。
⑫「昔カク・二有得ノ人ハ，能登．越中．越後．信濃．出羽，奥州，ニシバ因幡．伯
　番・出雲・岩見．丹後一但馬・若狭へ越タ商ヲセシモドニ，人ニモナリケイクワイモセリ
　イマハ湖ノハタハカリ廻テハ，ナニノマウケノアルヘキソ，ソノハタハ1）カクシテ
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心子ヲソロシク候ソ，ブンゲンナレパ心ユタカニ仏法二物ヲナクルモノナリ」
（嚇）とったえてい罐
「四五人の衆寄合談合せよ。かならず五人は五人ながら意巧に聞くものなり，よくよ
ぐ談合すべき由，仰られ候」　（実悟旧記）
「仏法談合のとき物を申さぬは，信のなきゆへなり。　　」　侠悟旧記）
笠原一男　『中世における真宗教団の形成』1957・京京　　　　　　　，
　　皿　原・寺内町　一吉崎一　　　　’　　㌧…
　　　1　吉崎
　文明5年（・1471），蓮如は近江から吉崎に進出した。この越前の坪江
河口荘は興福寺大乗院領であり，その大乗院門跡経覚と蓮如とは私縁があつ
たし①また越前．加賀．越中には緯如いらい開拓した本願寺の末寺が点在し
ていた。②この地方は古くから，白山を中心とした天台浄土教の信仰が深く⑤
鎌倉時代には時宗遊行派による長崎（丸岡町）称念寺の開設により，庶民の
左かに時宗教団が繁栄し，④’また，高田派専修寺の布教がすすみ，高田派教
団のもっとも有力な拠点ともなっていた。⑤蓮如によつて本願寺教団が関拓
すべき素地をそなえた場であり，またはげしい異端とのたたかいをすすめる
ぺき場でもあったのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホソロギ　吉崎は越前と加賀の国境，越前國河口荘細呂宜郷にあり，南に山，西南か
ら西へ北潟湖があり，北の日本海につづいている，交通の要地であり，景勝
の地でもあった。「この在所，すぐれて吾もしろきあひだ，年来虎狼のすみ
左れしこの山中をひきたいらげて」（御文童1）「柴築地をつきなんどして」
　（帖外御文豊38）「（文明5年）七月廿七日よりかたのごとく一宇を建立」
（徽章1）⑥した．2年後の畑5年（1473）に螂御坊を中，弊
鷹場大道をとおして」その両端に，「南大門，北大門」をひらき，「加賀・
越中・越前の三ケ国のうちの，かの門徒の面々よりあひて，他屋と号して，
いらかをならべいへをつくりしほどに，い1まははや一二百間のむねかずもあ
りぬらんとそ鉛ぼへけり」（帖外御文章丁5）といわれこの両三ケ国で「か
そらくはかかる要害もよくむもしろき在所，よもあらじ」（同上）「宛モ大
国の城郭ノ如ク美々布霊場」（真宗懐古妙巻之上）を構成するまでに発展し
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た。
　こうして・吉崎には「一切の道俗男女をえらばずあつめられて，末代今時
は倉仏ならでは成仏すべからずとて・諸宗をもはぐからず」（帖外御文章．
25）という状況で，宗教的繁栄をのウこえて世俗的般賑の盛況をも現出レて
いた。蓮如じしんこの盛況を，「この山とまうすは，本は誠に虎・狼．野干
の臥とて家の一もなかりつるよしを人かたウしを，まのあたりき・つるなり。
あら不思譲や・人都に今はなりにけり。そも人間のわざとも澄ぼえざりけり。
さてもこれは所領所帯にてもかくのごとくは左らざりけ幻。その謂はひたす
ら仏法不思議の威力なりしゆへ左り。J（帖外御文章28）とのべている。
蓮如は宗教的連帯感による精神共同体ともいうべき寺内町を建設しえたよろ
こびを，「所領所帯でもこうはできまい」といい，「仏法不思議の威力」だ
と自負しているのである。
　　　　タヤと多屋衆
次に・寺内町の構成をタヤ⑨を中心に考察してみよう．タヤは多鼠他屋
あるいは田屋ともかき，元来，農民の出作小屋，あるいは血穣を忌んで，そ
のためにとくに建てられた小屋のこどを「タヤ」とよび，主屋とはなれて棟
を別にして設けられた。ところで，ここ吉崎の寺内町に設けられた「タヤ」
は，大谷本願寺通記⑨の註に
「諸末寺主於晶本山及別院側一　楷昌寄寓舎．　都名一多屋．」
と1ハわれるものである。
　・ところで・吉崎におけるタヤに関する記述には，次のものがある。まず，
文明：6年3丹28日・「南大門の多屋より火事いでて北大門にうつりて焼け
しほどに・巳上南北の多屋は九左り，本坊を加てはかず十なり」（帖外御文．
郵8）とあるよ旅汕上の御坊をはじめ逸つの多屋襯失している。
始・この火事について真宗灘雛之上1ぱ，「鯉立。リ．・四年目。文明
押午年三肝四日（帖外ノ徽章二・・三月二＋畑卜創．躰二．・二＋
六日．ト云云・酒刻二献門ノ多屋本覚寺・拙火シケルニ。元来山上ノ御
獅ヒバ・本杯舳ナリ．折嚇風ツ。似キ妙バ．御門ノ内。超嚇．
興宗寺等・南北九ケ所ノ多屋を始．本堂トモニ＋ケ所二火ウツリテ．献
門ヨリ北大門迄．暫時二灰慰ナレリ．然トモ門外多屋一風上ニテ．別条ナ
ク見ヘケルガ。御門内計ニテ火納リケレバ。セメテノコト・。上人喜ヒ給ヒ。
仏具宝具等ヲ。悉ク門外ノ多屋二納メラレ。御自身モ其多屋二御移リ在シケ
ル。」とのぺられている。この記事により多屋は門内と門外多屋とに分れ，
門外多屋は門内，南大門の南に位置を占めていたことがわかる。蓮如自身，
仏具宝具などとともに門外多屋に避難していることから，門内には本堂のほ
かに九ケ所に多屋があり⑭全焼したものと察せられる。門内は山上の南大門・
北畑で陽練翻で，寛永5年の吉崎近傍の絵図⑪には「
醐山」中畑二千四酵と記され諒た明治届年の吉崎大綱（オ2図）⑭
の「御山」と記された部分にあたるのであろう。現在，この「御山」の麓に
は束．洒両本願寺別院順慶寺が建っているが，山上は約130mに150m
の松林の台地で往時を偲ぱせるものは入江に面した突端に近く，わずかに蓮
如上人腰掛石という大きい石があり，その南に礎石と思われる石の列があり，
その配置からこの建物は「凡そ五問四面許りの小規模なもの」で本堂趾と推
定さ押御山の輌の隅には献門があ・たという伝承もあるという．⑭
この位置が山上への正面口とな幻，現在の東側につづく登り道とつながり，
往時もこの束の登り道で山上へ門徒たちは参詣したのであろう。
　山上の門内の南に位置を占めていた門外多屋は「御山」の束から北へ拡が
る地籍図記載の東御山・西御山・石堀場・正庵・経塚のあたりに多屋がたち
ならんでいたのであろうか。　寛永年間の絵図には御坊山の束の魏
に「多屋出」下畑650歩　「出口」中　畑509歩という地名が記され，
ここに多屋の出口があ劃，この辺りに多屋がならんでいたことを示すものと
いえよう。
　また，多屋について先にも引用した吉崎御建立縁起（真宗懐古紗巻之上）
に，「トキニ和田ノ本覚寺・田島ノ興宗寺・桂島ノ照護寺・荒川ノ興行寺・
藤島超勝寺・横根ノ乗願寺・川島専勝寺等ノ大坊主達。本山守護ノ為ニトテ。
我モ我モ多屋ト号シテ。吉崎ノ山上二屋宇ヲ立テナラベテ。已二四十八ケ寺
ノ塔頭出来シ。其外加賀・越前・越中三ケ国ノ門徒ノ面々。我劣ラジト他屋
ヲ立テ。蕩ヲナラベテ。凡二百軒ノ軒数トナリ。」と記されている。これか
ら，多屋には二種，一っは近辺の坊主が本山の守護のために吉崎の山上に築
いたもの，他は近辺の門徒が建てた他屋があったことがわかる。
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　また，蓮如は坊主にたいして「ただ他屋役ばかり御攻うらひさふらふて，
座勲すぎ巷ふらへば，尋がて他屋他屋へかへらせたまひ候は，よき御ふる‘ま
ひにて候か」（帖外御文章15）ととがめているが，「他屋役」を果す揚所
と他屋があったことがわかる。
　な於，吉崎には多屋のほかに土蔵のような施設もあった。この土蔵に関連
して・下間安芸蓮崇という吉崎の寺内町の運営に参画し，のち破門をうけた
人物についてふれて於きたいeこの蓮崇は越前国浅水村の人で，四十で手習
いをはじめたというから文字にうとい・おそらくは農民であつたのであろう。
蓮如に吉崎で接すると大いに奮起して聖教や法門に精進し，やがて弟子や門
徒を集めるまでになった。彼は蓮如の深い信任をえてその側近にっかえ，門
徒その他との取次にもあたった。⑮また，門徒への布教．よびかけとして吉
崎でとくにつよく頻発された御文章の作製にも関与していた。⑯この蓮崇の
吉崎の寺内にある住居の前には土蔵が十三もたちならび，数百人の被官をし
たがえていたという。⑰
　ところで・この吉崎の寺内町の住民はどのような人たちによらて構成され
ていたのであろうか。御文章や帖外御文章は，多屋坊主・多屋衆・多屋内方
へむけてかかれていることが多い。多屋坊主とはいうまでもなく，吉崎に来
て・多屋役をつとめる坊主のことであり，多屋内方とはこれら多屋坊主にし
たがつて吉崎に来た多屋坊主の夫人のごとである。ところで，多屋衆という
のはどのような人々であったのであろうか。文明6年正月，吉崎であい守る
べき三ケ条の掟書を定め，「多屋功主巳下そのほか一巻の聖教をよまん人も
又来集の面々も各々に当門下にその名をかけんともがらまでも」（御文章2
『3’jとよびかけている。多屋衆とは「一巻の聖教をよまん人」，「来集の面
々」と一般の門徒で吉崎へ参詣し，多渥に滞留しあるいは吉崎へ移住した人
もふくみ・また，戦国乱世の世に，風雲に乗じようとする野心をいだき，本
願寺の力の下で生き名をあげようとする人達であり，「仏法のためには一身
惜しむべからず。合戦すべき」ことを決意する人々であつた。
　以上を総合して，多屋と多屋衆のもつ機能と性格は次のように推定される。
まず・タヤに二種あるいは二つの機能があったものと思われる。①吉崎に御
坊樋設畝ると功口賀．越前越中の坊主が吉崎山上へ「本山守護ノ為」
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に集まつてきて，その経営に参加1し，寺院の実務の進営にあたるために，在
地の本坊をは励て吉崎に卿を概たもので⑬他屋役を果すところで励
寺務所由機能をもつもので，澄そらく門内を中心にした多屋がこれにあたる
のであろう。②他は主として多屋衆のために設けられた施設としての「多屋」
であって，その多くは門徒によって建設されたものであろう。すなわち平
時には参詣する門徒たちのための宿泊所となり，寺内町をめぐる危椴に際し
ては寺内町防衛のための臨戦的屯所としての性格をもつたのでろう。
・じっさい，吉崎は次節でのべるように，建設当初から反一向宗勢力によつ
てつねに危機的状況におかれていた。たとえば吉崎建設より5年目の「文明
五年三月末ヨリ。諸寺諸山ノ悪党ドモ。重テ吉崎ヲ破却セント企ル由シ。聞
ヘケレバ。上人モ此ヲ気ノ毒二思召。多屋ノ人々ヲ御広間二召レ。面々ノ評
議ヲ開給フニ。各々ロヲソロヘテ申サレケルハ。処々ノ要害ヲ堅メ。人数ヲ
取集メ。又橘ロニ出城ヲ揖。人数ヲ入レ置キ防戦可然ト」（吉崎御建立縁起
「真宗懐古紗巻之上」）とあるように「総多屋ノ衆中」（同前）は寺内防衛
のための有力な戦力であつたことはうたがいない。こうして，非常時には，
そして蓮如が吉崎にとどまウていた文明5年から文明7年ーまでの5年間は恒
常的臨戦状態にあったともいえるのだが，これら多屋衆の詰所としての多屋
は寺内町の防衛軍の屯所であり，その兵姑的基地としての機能も果したので
あろう。したがって，これら多屋の運営にあたってきた多屋坊主の夫人，多
屋内方が果した役割もまた大きかったに相違ない。このようにみてみれば，
蓮如がとくに多屋内方にたいして度重ねて，その処すべきみちをさとし⑲
［文明第五・十二月八日，これをかきて当山の多屋内方へまいらせ候。このほか
なをなを不審の事候はゴ，かさねてとはせたまふぺく候」（御文章2－1）
とまでのぺている真意も容易に理解されよう。
　ところで，タヤ，多屋衆という言葉は吉崎では頻出するが，山科でタヤが
若干みられる以外，石山などでもほとんどみられない。これはなにに由来す
るのであろうか。これは，吉崎と山科・石山との問には寺内町としての都市
的構成の変化によるのではなかろうか。すなわち、吉崎では，多屋衆のなか
には吉崎に移住し定着した人も少くなかったろうが，そのほとんどは生活の
本拠をお・のかのその地方犀おき・吉碕の多屋に滞留した人々であり・寺内町
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の防衛に参加した門徒であり・これら多屋衆こそが吉崎の寺内町を構成する
主要なメンバーでもあつたのである。したがつて吉崎の寺内町では御坊を中
心に主として門徒農民からなる多屋衆にようて，臨戦的城塞都市として充分
に楼能していたが，未だ豊かな都市生活が展開するにはいたっていなかうた
のであろう。ところが・寺内町も山科から石山にかけて大きく変化する。石
山では後述するように寺内町を構成する主要な構成メンバーは寺内六町の町
衆であり，ほかに地方から寺内町の防衛と警備のために参加する番衆があっ
た。すなわち，石山では寺内町が環滞城塞都布として防禦的性格をもつと同
時に豊かな都市生活が展関していたことも注目される．各地から参加した門
徒衆からなる番衆が，多屋衆が吉崎で果した寺内防衛の伝統をうけっぎ，寺
内町の豊かな都市生活の基盤を形成していたといえよう。⑭
　　3　仏法と王法
　寺内町吉崎の建設のよろこびを，蓮如は「所領所帯にてもかくのごとくな
らざりけり。」「仏法不思議の威力なりしゆへなり。」（帖外御丈章28）
と自負したが，吉崎の建設と運営はけ。して安穏なものではなかっ．。寺内
町の形成にみられる急激な都市的膨脹は「牢入出張之儀」などにみられる多
くの歪みと矛盾をもたらした。また真宗教団のめざましい発展ぶりは越前．
加賀の守護・山門の末寺・平泉寺・豊原寺老どの反一向宗勢力を刺激し，力
による圧迫がなされようとした。これに対して蓮如は「偏に後生菩提の為に
して・さらに名聞利養をのぞまず，また栄花栄耀を事とせず」（帖外御文章
20）と寺内町建設の志を強調し，「念仏の信心を決定して，極楽の往生をと
げんとおもはざらん人々は，なにしにこの在所へ来集せんことかなふべから
ず」（御文章コー8）（文明5．9）と真の求道者以外の参集を禁じた。し
かし吉崎に群集する坊主や門徒たちは決して蓮如が期待するような真宗の信
心の持主たちばかりではなかうた。当時の社会と精神の秩序に反抗する傾向
もつよくなつた。⑳蓮如はこうした坊主．門徒の行動は，ようやく芽ばえて
きた本願寺数団の発展を挫折させるのではないかと憂慮した。麺如は文明5
年11月叶一箇条の掟「於。真宗行耕．可停止．子鱒」 （帖外御文
章24）を定め，翌年正勝集の門徒瞳いし，心得べき三ケ条の掟を
唱、諸法諸宗ともに不．可一誹諺．事。
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　一、諸神諸仏においてかろしむべからざる事。
　一、信心をとりて今度可レ遂よ往生．事
と定め，「我流につたふるところの義をしかと内心にたくはへて，外相にそ
のいろをあらはさぬやう」（御文章1－9・文明5・9）にさとしている。
　しかし，外周の圧迫と門徒との衝突は避けがたい状況になってくる。多屋
衆は於そいくる圧迫にたいして「深構晶要害」「為．，仏法一不．可」　惜＿掩
一命．，可、合戦凸之由」（帖外御文章20・文明5・10）を衆議している。
蓮如は「本懐のごとく面々各々の信心も堅固左らば，それをなぐさみとも思
ふぺきに，その信心のかたはしかじかともなき問，此方に今までの堪忍所詮
なきによりて，当年正月時分よりあながちに思案をめぐらす処に，牢人出張
の儀についてそのひまなく，或は要害或は造作なんどに日をおくり，すでに
春もすぎ夏もさり，秋もはやさりぬる間，かくのごとく徒に日をおくりなん
とすろ事，誠に本意にあらざる閻」（帖外御文章20・文明5・10）と一
時吉崎から蕨島超勝寺に退去したが，やがて「多屋面々」の要請をうけて吉
崎にもどっている。文明6年（1’474），ついに吉崎は加賀守護勢力の攻
撃をうけ，武力衝突を起している。翌7年門徒衆は，ふたたび守護政親と衝
突を起すことになる。このとき蓮如の信任のあっかった蓮崇は，「宗主と門
徒との間に介在し，偽りて宗主の命と称しで門徒を煽動し，ついに宗主を窮
地に陥れる結果となり」（本願寺史）⑳ここで蓮如は「若合戦打負ナバ，国
中ノ僧俗ヲ追払ハレ，御宗旨永ク断続スベキコト，必定ト存ラレ嘆シク候」
（大谷本願寺由緒通鑑矛　巻）㊥と，蓮崇を破門にし＠吉崎を退去した。
　長享2年ζ1488）には一向一揆がおこり，「加賀一国ハ悉ク本願寺ノ
支配ニテー授ノ領トソ成ニケル」（朝倉始末記）とあるように，加賀一国ハ
本願寺の支配するところとなウたのである。しかし，蓮如はすでに吉崎を去
っていた。「いかなる苦難にも挫折しない強靱な性格」（本願寺史）をもっ
て，蓮如は再び，商活動の活澄な畿内の先進地帯で，寺内町山科・石山など
の都市建設に意欲をもやし，多事多難であった吉崎での都布建設と運営の経
験を生かそうとしていた。　　，
　ところで，この吉崎滞在中と退去をめぐる蓮如の思想と行動は蓮如の転回
として大きく問題とされ，またきびしく批判されもしている。ここで問題と
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なる仏法と王法の関孫は寺内町をめぐる問題とも深く関連するので，以下若
千この点についてふれてみたい。
　真宗教団を大きく租織しようとする蓮如は現世の世俗あるいは既成の権力
といかに対処してきたであろうか。蓮如は先に亀みた金森合戦いらい一貫し
てみられるように・世俗の権力と直接に対決することを避けてきた。まず，
なによりも教団の拡大と維持を汁一とかんがえた。文明5年の御文章にみる
本願寺門徒が守るべき11ケ条の掟に記されている「王法為本」の思想⑳も
ひつきよう蓮如が「おれは門徒にもたれたりと。ひとへに門徒にやしなはる
るなり。」（空善記）という姿勢のもとに培。てきた真宗教団の維持とその
飛躍的発展を順調にすすめるための態度を教団の組繊者として示したものに
ほか1ならないとい・えようo
　ところで，寺内町の建設と運営に深い関係をもつ仏法領⑳にっいて，蓮如
は文明7年4月28　日，「それ当流というは仏法領なり。仏法力をもてほ
しゐまNに世間を本として，仏法のかたはき域めて疎略なること，も1てのほ
かあさましき次牙左り。」（帖外御文章40）と記している。仏法領とは世
俗の権力がその所領・領国をめぐって抗争をっづけるさなかにあ。て，との
世俗の領に対置して・世俗的手段によらず宗教的連帯感によつて結ばれた精
神共同体を意図するものであって，いわば蓮如の苦難にみちた布教と生活の
体験の友かから構想された理想都市ともいえるものであつた。しカ，し，この
蓮如の想念のなかにあつた「仏法領」が現に仏法領として，寺内町として現
実世界に機能すると・そこに世俗の正法との間に多くの軋蝶をうみだす亡と
になる。
　この仏法と王法の問題について，丁王土二住ミナガラ仏法計ヲ荷担シ曾テ
無・納法之既得．，剰へ欲．奉．風国王．．」（富樫記）とする門微，たいし
て・蓮如はr王法をぱ額にあてよ．仏法をぱ内心に深く蓄へよ．」（実悟旧
記）⑳と齢の世界と榊の世界，政治と宗教という蘭を旺法」をたて
凝として・その威力随接対決することをさけ，搬と妥協樋して断
することなも倣の拡大をのぞむという麟を示した．それ鷹た「鷹
領」殿吋る適如の考紡にもよく示練る．畑難氏の指撒更に＿
例をカ・届ならば，今古独語に「骸働ゼ、に非るあひだかたく蓮鰍
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酌ありとi碓も，勅定の上は国の面々談合すべき旨内々仰下されしかば・……」
とあるように，この記述は反面仏法領のもつ独自な自立性をも主張している
ともいえよう。
　したがって，文明七年の吉崎退去にあたっても「長袖トシテ。敵城ヲセム
ルコトァラン。自身要害ニヨリテ守ルハ常ノ習ヒナレドモ。努メ努メコノ義
ア・レペヵラズ．」（徳了袖日記）＠とのぺ旺迫する世俗に対して寺内町を
自衛し，防衛することは認めているが，積極的に世俗の権力を攻撃し，戦闘
に参加すろことは認めず，世俗的手段による抗争を否定している。
　以上のように，王法をたてまえとして重んじ，仏法を深化させていく仏法
一王法の折衷的態度は戦国乱世の時代に教団を組織し，発展させねば左らな
かった蓮如によつて生みだされた独自な論理とみることができよう。
　このことは王法と仏法，すなわち「政治と宗教」の関係について，他の宗
派や宗教の立場と比較すればいっそう明白に左る。仏教渡来ごまもなく，国
家宗教としての性格をもったわが国の古代仏教をみると，たとえば王城の守
設・国家の鎮護をねがった天台宗では，慈円は「王法仏法牛角の如し」（愚
管抄5・治承4年の条）といい，叡山西塔の戒浄坊の阿閣梨砧慶は「夫当山
は日本無双の霊地，鎮護国家の道場，山王の御威光盛にして，仏法王法午角1’
也」（平家物語巻オ．2）といっている。鎌倉時代，臨済宗の祖師とされ’る栄
西は，「王法とは先帝後帝の律令也。謂く王法は仏法の主也。仏法は王法の
宝也。」（日本仏法中興願文）とのべ，王法が仏法の主であるとしている。
また，その流れをくむ大燈国師は花園天皇とかわした有名な禅問答で「仏法
不思議。王法に対す」にこたえて「王法不思議，仏法と対座す」とのべてい
る。本願寺でも存覚は「仏法・王法は一難の法左り，とり．のふたっのつばさ
のごとし，くるまのふたつの輪のごとし，ひとつもかけては不可なり。かか
るが敢に仏法をもて王法をまもり，王法をもて仏法をあがむ。」《破邪顕正㍉
抄）⑳とのべ，仏法王法の樋依存の羅を肯定し「一天四海の要器として
公家・武家の人民たるわれら，後世をねがひ仏法を信ずる，さらになにのと
が～あらん」（同上）としている。　　砧
　また，「ビザンツにも，ましてその他璽アマア世界の歴史にも，一般的に
は決して発見されない」「㌍津ヌ．－F喫ミ⑱摩史を貫く・精神的，世俗的両
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勧の賊関係」㊥も原則的紺「シーザーのも鮒ジザーに淋のもの
は神にかえせ」（マ列伝22章21節）’という・一擁あ出売論的
立場にたつているし・「アッラーの道にお・いて戦え」（コーラン労2章牙2
45節）や・．俗にいう「片手にコーラン・片手に剣」というイスラームのカ
1ワ的一元論と比較してみるとき・莚如の仏法」王法にたいする立場の轍
性と独自性がより明確に左るであろう6　　　　　　　　　　　…
　明応8年（1499ゲ4月｝蓮如は死の床にあって，「於＿一流中．仏法
を面とすべき事・勿論也。難5・然・世間に順じて王法をまもる事は，仏法を
立てんがためなり。而ル忙’仏法をぱ次にして王法を本意と心得事当時是多し。
尤不可然次馳・」（空善記）＠と遣乱ている．じ。さい，蓮如はその生
涯を仏法と王法の葛藤のなかに生き，寺内町の運命もまたこのあらがいのな
かに展開していったのである。
註①吉崎進出の助機にっいて考察したものは次の笠原一男の著書で代表される。
　　笠原一男　『真宗教団開展史』1942．東京
　　　〃　　　『中世における真宗教団の形成』1957．東京
　　同氏は
　　冒蓮如の吉崎進出は河口荘細呂宜郷内吉崎の本所たる大乗院前門跡経覚との私緑に
　　よる了解をその消極的契機とし，さらに，加賀．越前における真宗勢力の存在を背
　　景として・真宗勢力和田本覚寺を仲介として，越前の守護朝倉氏との了解を積極的
　　契機としてなされた暫　　　　　　　　　　　　　　　　「、
　　と鈷論し1ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　’　，　L’
，　・よ1孟かに・ヴこれらに先行する研究として次の鵠考がある。
　　三浦周行』丁法然と蓮如」『日本史の研究』　第1輯
　　描進之助陸町獣轍界と蓮如及噸盛」r武家時代社会の研究』
　　1945・束京
　　谷下嚇随如上人の論故について」r蘇史の鯛劇
　　1941・東京
　　長沼賢海随如上人と膜運動」
　②前掲・笠原一男論著　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　可
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　赤松俊秀・笠原一男　『真宗史概説』1966・京都　　　　　　　・．　、
⑤「平泉寺史要」1950・東京
④赤松俊秀　「仏教の新傾向」
　　　　　　『新日本史大系5・中世社会』1954・東京
　・一「三匿上人の時宗について　『鎌倉仏教の研究』1958・京都
⑤朝倉始末記（改正史籍集覧）　高田専修寺大谷本願寺開基前後附加州富樫滅亡事，に
　「元来能登越中大半ハ高田門徒ナリケレトモ本願寺ノ門類各志ヲーニシテ凡テ己力宗
　旨二攻伏スルノミナラス剰国主ノ富樫マテヲ讃二生害セシメッルー一一一」とあるc
④以下引用の御文章ならびに帖外御文章はともに「真宗聖教全書」列祖部2，拾選部下
　2　1941．京都　によろ。
⑦真宗全書　純9　1915・京都　所収
⑥橋川　正　「タヤ考」　『日本仏教文化史の研究』1924・京都
⑨大日本仏教全曾　1937・東京
⑬吉崎の大谷派別院にある別院由緒という記録によれば，敬聞坊，空善坊，法敬坊，
　円光坊，本光坊，本覚坊，善性坊，順性坊，法円坊の9坊が「タヤ」の名称として
　あげられている。　（前掲註⑥）
　また，順慶寺にも同様のタヤの名称を附した絵図がある。
⑪吉崎順慶寺蔵　「寛永5戊年辰5月11日相認改而　御上様江御覧入候」
⑫舌崎順慶寺蔵　明治16年　吉崎大全図　和田家
⑬⑭吉崎御坊趾　1’福井県史蹟勝地調査報告第2冊』1921．福井
⑮実悟記拾遺下　真宗全書　続9
⑯蓮1漸己　『蓮如上人行実』1928・東京　所収　に「越前の吉崎の御坊にて弥仏
　法ひろまり申さふらひて，御文を御っくられさふらふ事は，安芸法眼申さふらいて
　御っくりさふらひてヂ・…己とある。
⑰前掲註⑯
⑱タヤ・他屋を本堂からはなれた別棟の坊とも解されるが，やはり、在地の本坊にた
　いする坊と解した方が適当であろう。
　橋川　正氏は前娼⑧の諭考で京都仏光寺の本山と六坊の関係を例証としていうが，
　六坊は地方にある寺院の出張所であって本山の仏光寺門前にならび，本山の事務萬
　　　　　　　　　　　　　　　一58－・
　端をすべて運営しているという。
なお・鋼時代か臓鴎代にかけての内容癌づ齢旗宗の捷院磁篇法」
　　（笠原一男r蘇における異端の系剖付象・【秒62凍京）1錨パ
』正月倣・御・ボ・キ・・，朋・ルベレ，鐘多屋ニー，其内四日五日託，
クル助ラサルナリ」「一坊主衆・多屋多屋三へ廿五日ヨリ三臼三夜〒 mll刊シカ
ルヘシ・臓ハ同前ナリ・但砺多屋多屋ニハ，五日モオヒオヒニ御『?zサフラ
　フテ可ト然ナリ」
　と記され・坊主衆の「対夜」行事を行なうところとなっている。
⑲御文章1－10，2－1
⑳ここにのべたようにタヤ・多屋衆を理解するならば，鷺森旧事記　　（大日本仏教全書
　所収）　の鷺森御坊造當事の条にある，
　「当地二多屋　他屋者在．本坊之外．。故月＿他屋．。如馬他宗謂一里坊一。　トテアリ。
　御坊ノ役人ナリ。是又顕如上人御安座ノシルシナリ。ムカシ蓮如上人。越後吉崎二御
居住塒ム北国・僧衆・山上哩・作リ・鰹卜蜘テ儲・体蜥ト・。」
　とある「一見混乱した」叙述の意味も容易に諒貿される。
　すなわち，鷺森では吉崎のクヤにみられた坊主衆にょる他屋役を果すべき場所として
　タヤのみのこり，多屋衆によるタヤとその機能はすでにまったぐ失なわれてしまって
　いるのであるo
　このことは，石山戦争ののちに建設された漁森が環濠城塞都市としての性格と機能を
失な・ていることを理解すればい・そう明白になるであろう。
⑳この周卿情は「実悟記魏．下」（蘇全書続9）に詳しい。
旛己（群舗従15）官地論（繍纐従2・・上）鵬始末記（改訂
史麟覧6）に舞しい。
たとえば離記には・「汝等王土二住ミナガ・仏法計，髄増テ　　・
聯法之聡。剰へ欲庵傾。国王一。言説断．所行也」
　と記している。
㊧『本願寺史』1961　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼ
⑳大日本仏教全番
⑭そのこ「国をくっがへし曲事に付て，御門徒をほなされ」便語旧言己）た蓮鰻は
細川翫を通・てわびたが，ゆるされず騰記）蓮如の死の酬、ゆるされて
　　　　　　　　　　　　　　　　「－59一
